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連載「これからの時代に求められる自治体職員

像」の第４回は、「若手職員の心構え」です。

（みんな悩む）

毎日、楽しく仕事ができているでしょうか。「は

い」と言えればよいのですが、いろいろな悩みや

迷いがあるのではありませんか。それが普通です。

それをどのように乗り越えていくか。そこに、仕

事が楽しくなるか、嫌になるかの違いが出てきま

す。そして、仕事ができる職員と、そうでない職

員の違いが出てきます。

職場での悩みは、整理してみると「仕事につい

て」「人間関係」「将来の見通し」といった分類が

できます。順に説明しましょう。

（仕事の悩み）

仕事の悩みの第一は、取り組んでいる仕事の進

め方がわからないことでしょう。初めての職場や

新しい業務を担当したときには、困ることがあり

ますよね。引き継ぎを受けても、作業手順書を読

んでも、わからないことがあります。自分で考え

て進めても、行き詰まってしまうこともあります。

対処方針の一つは、もう一度、前任者の書類を

読み返すことです。それでも進まない場合は、同

僚に相談するか、上司に相談に行きましょう。

たくさん仕事を抱えていて、どれから手をつけ

たらよいのかわからない、また終わりが見えない

こともあるでしょう。こんなときは、抱えている

案件を、紙に書き出しましょう。締め切りの早い

ものから並べるとともに、作業量の多さ・難しさ

で分類しましょう。それでも困ったら、上司に相

談しましょう。「どれを優先しましょうか」と。

あなたは、組織の一員として業務を分担してい

るのです。上司の指示を受けて仕事をしているの

ですから、困ったら上司に相談しましょう。一人

で悩んでいても、仕事は進みません。

（人間関係）

次に人間関係です。仕事をする中で、上司や先

輩が怖い、同僚と話が合わないなど、実は職場の

悩みの大半は人間関係です。

怖い上司がいる場合、その上司を苦手にしてい

るのは、あなただけですか、職場のみんなですか。

みんなが怖がっているのなら、安心しましょう。そ

の人たちに、怖い上司向けの「傾向と対策」を教

えてもらいましょう。

あなただけが苦手なら、うまく付き合っている

同僚に、あなたの悩みを聞いてもらい、どのよう

これからの時代に求められる自治体職員像

あなたの悩みは何か
－若手職員の心構え

 市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）前学長 岡本　全勝

市町村アカデミー
学長連載④
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で悩んでいても、仕事は進みません。

（人間関係）

次に人間関係です。仕事をする中で、上司や先

輩が怖い、同僚と話が合わないなど、実は職場の

悩みの大半は人間関係です。

怖い上司がいる場合、その上司を苦手にしてい

るのは、あなただけですか、職場のみんなですか。

みんなが怖がっているのなら、安心しましょう。そ

の人たちに、怖い上司向けの「傾向と対策」を教

えてもらいましょう。

あなただけが苦手なら、うまく付き合っている

同僚に、あなたの悩みを聞いてもらい、どのよう

これからの時代に求められる自治体職員像

あなたの悩みは何か
－若手職員の心構え

 市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）前学長 岡本　全勝

市町村アカデミー
学長連載④
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にしてうまくやっているのか教えてもらいましょ

う。

職場の同僚みんなと話が合わない場合は、他の

課の相談できる人や学生時代の友人に話を聞いて

もらいましょう。糸口が見つかるかもしれません。

（将来について）

現在の仕事がうまくいっていても、将来につい

て不安を感じることもあるでしょう。「このような

仕事を続けていて、技能はつくのだろうか」。逆に、

優秀な先輩を見て、「私もあのようになることがで

きるのだろうか」という悩みもあります。

そのような場合は、職場の「お手本」を探しま

しょう。仕事ができて、周囲からも信頼され、あ

なたが憧れる先輩です。その先輩は、どのように

して能力を身につけたのでしょうか。それをまね

てみましょう。

与えられた仕事をのんべんだらりと処理してい

るだけでは、技能は身につかず、有能な職員には

なることができません。まず、現在の職務を早く

上手に処理できるようになりましょう。そしてそ

の先を想像してみましょう。本屋には、啓発本が

並んでいます。いくつか読んでみてください。向

上心と勉強のないところに、成長はありません。

（一人で悩まない）

ところで、あなたは、自分が何に悩んでいるか、

わかっていますか。実はあなたの悩みが何で、上

のどれに当たるか分類ができれば、解決されたも

同じです。「何がわからないかがわからない」とい

う人も多いでしょう。それが若手職員の一番のつ

まずきなのです。このような悩みは、人工知能に

聞いても的確な答えを教えてくれないでしょう。

若手職員が悩んでいる案件は、本人にとっては

重大なことですが、先輩からすると、みんなが悩

んできた「ありきたりなこと」なのです。相談し

てくれれば、助言することができます。

あなたがしなければならないことは、悩みにつ

いて助言をくれそうな人に相談することです。上

司には聞きにくいこともあるでしょう。そのよう

なときに相談できる先輩を持っておくことが重要

です。同じ職場でなくてもよいのです。ふだんか

ら相談に行ったり、時にはお茶を飲んだりして、話

を聞いてもらいましょう。

（相談できる人は財産）

実は私も駆け出しの頃、仕事が進まず悩んだこ

とがあります。何がダメなのかもわからなかった

ときに、「その悩みはこういうことじゃないか」と

救ってくださったのは、別の課の先輩でした。

もっとも、職員の悩みの大きなものは、職場で

の悩みではなく、私生活です。本人や家族の病気、

連れ合いとの関係、子育ての悩み、賭け事で大き

な負けを背負ったなどです。時には、仕事が手に

つかないこともあります。

仕事の悩みなら相談に乗ることができるのです

が、私生活の案件は同僚や上司から立ち入ること

はできません。相談されれば、人生の先輩として

助言できることもあるでしょうけれど。

仕事のできる人は、相談できる人・相談される

人をたくさん持っている人です。あなたも、仕事

に悩むたびに、人脈を広げていきましょう。

（参考）

拙著『明るい公務員講座』（2017年、時事通信社）
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事例紹介Menu
自治体の職員の方にご出講いただき、事例紹介をしていただきました。

　愛知県豊田市

　広島県広島市

　神奈川県小田原市

　山口県美祢市

人工衛星・AI・ビッグデータで
水道クライシスに挑む！

ロールモデルとなる
女性職員との交流の場づくり

クロスメンターでモチベーションアップ！

廃線危機に立ち向かう美祢市の挑戦

研修科目：上下水道事業の経営管理

研修科目：新時代における地方公務員の人材育成・確保

研修科目：新時代における地方公務員の人材育成・確保

研修科目：公共交通とまちづくり

研修期間：令和７年９月８日（月）～９月12日（金）

研修期間：令和７年10月20日（月）～10月24日（金）

研修期間：令和７年10月20日（月）～ 10月24日（金）

研修期間：令和７年10月27日（月）～10月31日（金）

概　　要：

概　　要：

概　　要：

概　　要：

　人工衛星やAI、ビッグデータを活用した豊田
市における水道DXの取組は国からも評価され、
「人工衛星とAIによる水道管の健康診断」につい
ては「Digi田甲子園2023」の地方公共団体部門
において内閣総理大臣賞を受賞している。講義に
おいてはそれらの紹介だけではなく、現場の生の
声など突っ込んだ質疑応答も行われ、研修生に
とって大変有用な内容であった。

　広島市は、女性職員の管理職登用を推進するた
め、課長補佐級の女性職員を対象に、同様の境遇
を経験してきたロールモデルとなる部長級の女性
職員との交流会を実施しています。キャリア形成
や昇任意欲向上を目的に、ロールモデル職員自身
の経験談等の紹介や意見交換を通じて不安を解消
し、前向きな姿勢を育む取組です。
　制度の背景から実施段階での工夫、参加者のリ
アルな声まで紹介し、女性活躍を後押しする具体
的なヒントが詰まった内容でした。

　小田原市は、キャリアの転機を迎えた職員の心
理的不安を軽減するため、部署を超えた相談の場
を提供する「クロスメンター制度」を導入してい
ます。異動や昇任に伴う不安を取り除くことを主
な目的とし、月に１回、心理的安全性が確保され
た状態での1on1の面談を半年間実施。メン
ター・メンティー双方のコミュニケーション力向
上や関係性構築にもつながる仕組みです。
　制度の背景から運用方法、参加者の声まで詳し
く紹介し、自治体における人材育成の新たなモデ
ルを示す講義でした。

　豪雨被害により運休が続くJR美祢線の廃線危
機に直面していた山口県美祢市。
　美祢線のBRT（バス高速輸送システム）への
転換方針で議論が進む中、公共ライドシェア・乗
合タクシー・デマンドバスなど様々な交通手段の
導入により、住民の移動手段確保や中心市街地の
再整備に地域を挙げて取り組む市の現状と課題に
ついて講義をいただき、受講生から高い評価を得
ました。

自治体職員×JAMP研修講師
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事例紹介Menu
自治体の職員の方にご出講いただき、事例紹介をしていただきました。

　愛知県豊田市

　広島県広島市

　神奈川県小田原市

　山口県美祢市

人工衛星・AI・ビッグデータで
水道クライシスに挑む！

ロールモデルとなる
女性職員との交流の場づくり

クロスメンターでモチベーションアップ！

廃線危機に立ち向かう美祢市の挑戦

研修科目：上下水道事業の経営管理

研修科目：新時代における地方公務員の人材育成・確保

研修科目：新時代における地方公務員の人材育成・確保

研修科目：公共交通とまちづくり

研修期間：令和７年９月８日（月）～９月12日（金）

研修期間：令和７年10月20日（月）～10月24日（金）

研修期間：令和７年10月20日（月）～ 10月24日（金）

研修期間：令和７年10月27日（月）～10月31日（金）

概　　要：

概　　要：

概　　要：

概　　要：

　人工衛星やAI、ビッグデータを活用した豊田
市における水道DXの取組は国からも評価され、
「人工衛星とAIによる水道管の健康診断」につい
ては「Digi田甲子園2023」の地方公共団体部門
において内閣総理大臣賞を受賞している。講義に
おいてはそれらの紹介だけではなく、現場の生の
声など突っ込んだ質疑応答も行われ、研修生に
とって大変有用な内容であった。

　広島市は、女性職員の管理職登用を推進するた
め、課長補佐級の女性職員を対象に、同様の境遇
を経験してきたロールモデルとなる部長級の女性
職員との交流会を実施しています。キャリア形成
や昇任意欲向上を目的に、ロールモデル職員自身
の経験談等の紹介や意見交換を通じて不安を解消
し、前向きな姿勢を育む取組です。
　制度の背景から実施段階での工夫、参加者のリ
アルな声まで紹介し、女性活躍を後押しする具体
的なヒントが詰まった内容でした。

　小田原市は、キャリアの転機を迎えた職員の心
理的不安を軽減するため、部署を超えた相談の場
を提供する「クロスメンター制度」を導入してい
ます。異動や昇任に伴う不安を取り除くことを主
な目的とし、月に１回、心理的安全性が確保され
た状態での1on1の面談を半年間実施。メン
ター・メンティー双方のコミュニケーション力向
上や関係性構築にもつながる仕組みです。
　制度の背景から運用方法、参加者の声まで詳し
く紹介し、自治体における人材育成の新たなモデ
ルを示す講義でした。

　豪雨被害により運休が続くJR美祢線の廃線危
機に直面していた山口県美祢市。
　美祢線のBRT（バス高速輸送システム）への
転換方針で議論が進む中、公共ライドシェア・乗
合タクシー・デマンドバスなど様々な交通手段の
導入により、住民の移動手段確保や中心市街地の
再整備に地域を挙げて取り組む市の現状と課題に
ついて講義をいただき、受講生から高い評価を得
ました。

自治体職員×JAMP研修講師
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『投稿！ わがまち自慢の一枚』

西日本最高峰・石鎚山の麓に広がる、愛媛県西条市
朝の光にきらめく湧き水、耳に届くせせらぎの音。西条市では、水が暮らしの中心に息づいています。

市内各所に点在する自噴井『うちぬき』は約3,000本。１日に湧きだす水の量はなんと約10万m3にもな
ります。生活用水や農業、工業として活用されるだけでなく、趣ある水景として市民や訪れる人々を癒し
てくれる存在です。昭和60年には環境庁（当時）の『名水百選』に選ばれ、今も全国に誇れる清らかさ
を保っています。
霊峰・石鎚山は約1,300年前、修験道の開祖・役小角によって開かれたと伝えられています。かつて女

人禁制だったこの山には、修行僧たちが厳しい道を登り、森と水の恵みに支えられながら修行しました。
山の森は自然のダムとして雨水を蓄え、今も市民に名水を届けています。また、石鎚山の麓一帯には、山
の自然とともに歩んできた地域の歴史や人々の営みが感じられる景観が広がっています。
西条市の暮らしと産業を支える水の恵みは、農産物や魚介類だけでなく、名物グルメにも息づいていま

す。市民に長く愛される西条てっぱんナポリタンも、水なしには語れません。熱々の鉄板の上でジュー
ジューと音を立てるナポリタンは、まちの水と暮らしが生んだ味です。
そして、西条市の文化を象徴する『西条まつり』。祭りのフィナーレ『川入り』では、豪快に水しぶき

をあげながら『だんじり』が川を渡り、担夫（かきふ）の気迫と、見物人の大きな歓声が街いっぱいに溢
れます。祭りの熱気と水の豊かさが交わる光景は、西条市ならではの魅力を感じさせてくれます。
山を仰ぎ、湧き水を眺め、瀬戸内海を臨む──そんな日常がここにはあります。
自然と歴史、暮らしがほどよく混ざった西条市は、移住先としても人気です。
さあ、水の音に耳をすませ、西条てっぱんナポリタンの香りに誘われながら、西条市を歩いてみません

か。山と水が育んだ日常の美しさに、きっと心がほどけるはずです。

西条市ホームページ令和７年度　西条秋まつり写真コンテスト大賞作品
『川入り渡御』森口 昭十四

※�アカデミアでは、「広報の効果的実践」研修の修了生や自治体の広報担当者を対象に、キラリと光るふるさと自慢のフォトス
ナップを、表紙の写真として募集しています。詳しくは市町村アカデミー調査研究部043-276-3127までお問い合わせください。
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市町村アカデミーでの想い出

研修で一緒になった他自治体の職員が語ったこの言
葉が、私の心に深く響きました。DXとは、デジタル
ツールを導入することではありません。人と人、地域
と行政、過去と未来、様々な「アナログ」な要素を紡
ぎ、新たな価値を生み出す糸であると私は理解しまし
た。
今回の研修では、DX推進のための様々な考え方を数
多く学びました。しかし、その根底には常に「人」の
存在がありました。デジタルツールは、あくまで人と
人とのコミュニケーションを円滑にし、アイデアや知
識を共有するための手段にすぎないということです。
重要なのは、ツールを使いこなす「人」の意識改革
です。DX推進は、一部の専門家やリー
ダーだけで成し遂げられるものではあり
ません。職員や住民の一人ひとりが、問
題に対して理解を深め、積極的に解決し
ようとする意識を持つことが不可欠だと
感じました。
同時に、DX推進は、地域社会の課題

解決という明確な目的意識を持って進めるべきです。
効率化やコスト削減だけを追求するのではなく、住民
の生活の質向上、地域経済の活性化など、具体的な目
標を設定し、そこから逆算して必要なツールやシステ
ムを導入していく必要があるということです。
代表幹事として、今回の研修で得た知識や経験を活
かし、地域社会に貢献できる施策を立案できる人材に
なりたいと思いました。職員や住民の声を丁寧に聞き
取り、それぞれのニーズに合った仕組みに変革してい
く。そして、DXを「人と人とのつながりを紡ぐ新たな
糸」として捉え、地域社会全体の活性化に貢献してい
きたいと思います。

内田　智之
埼玉県ふじみ野市
総合政策部情報・統計課デジタ
ル推進係長
〈受講研修科目〉
行政のデジタル化の推進～業務
担当部局の業務改革（DX）～
第39期第１組（令和７年度）

講師の先生方と仲間から刺激を受けた５日間

令和８年１月に市町村アカデミーで開催された「児
童虐待防止対策」研修を受講しました。私は日頃から、
虐待防止対策は事後対応だけでなく未然に防止するこ
とが重要だと考えており、この研修の内容は自分の問
題意識にとても合うものでした。日々の業務では目の
前の対応に追われがちですが、この研修では制度や法
律、援助やアセスメントについて学ぶとともに、「本当

に子どもの命を守れる体制になっているか」という問
いを何度も投げかけられ、自身の業務を振り返る機会
となりました。
講義では、市町村の役割の大きさや多機関連携の重
要性を改めて実感しました。特に、児童福祉法第25条
の３では、要保護児童対策地域協議会が関係機関に資
料や情報の提供を求めることができると定められてい

現場を見つめ直し、仲間に出会い、前向きになれた５日間
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市町村アカデミーでの想い出

研修で一緒になった他自治体の職員が語ったこの言
葉が、私の心に深く響きました。DXとは、デジタル
ツールを導入することではありません。人と人、地域
と行政、過去と未来、様々な「アナログ」な要素を紡
ぎ、新たな価値を生み出す糸であると私は理解しまし
た。
今回の研修では、DX推進のための様々な考え方を数
多く学びました。しかし、その根底には常に「人」の
存在がありました。デジタルツールは、あくまで人と
人とのコミュニケーションを円滑にし、アイデアや知
識を共有するための手段にすぎないということです。
重要なのは、ツールを使いこなす「人」の意識改革
です。DX推進は、一部の専門家やリー
ダーだけで成し遂げられるものではあり
ません。職員や住民の一人ひとりが、問
題に対して理解を深め、積極的に解決し
ようとする意識を持つことが不可欠だと
感じました。
同時に、DX推進は、地域社会の課題

解決という明確な目的意識を持って進めるべきです。
効率化やコスト削減だけを追求するのではなく、住民
の生活の質向上、地域経済の活性化など、具体的な目
標を設定し、そこから逆算して必要なツールやシステ
ムを導入していく必要があるということです。
代表幹事として、今回の研修で得た知識や経験を活
かし、地域社会に貢献できる施策を立案できる人材に
なりたいと思いました。職員や住民の声を丁寧に聞き
取り、それぞれのニーズに合った仕組みに変革してい
く。そして、DXを「人と人とのつながりを紡ぐ新たな
糸」として捉え、地域社会全体の活性化に貢献してい
きたいと思います。

内田　智之
埼玉県ふじみ野市
総合政策部情報・統計課デジタ
ル推進係長
〈受講研修科目〉
行政のデジタル化の推進～業務
担当部局の業務改革（DX）～
第39期第１組（令和７年度）

講師の先生方と仲間から刺激を受けた５日間

令和８年１月に市町村アカデミーで開催された「児
童虐待防止対策」研修を受講しました。私は日頃から、
虐待防止対策は事後対応だけでなく未然に防止するこ
とが重要だと考えており、この研修の内容は自分の問
題意識にとても合うものでした。日々の業務では目の
前の対応に追われがちですが、この研修では制度や法
律、援助やアセスメントについて学ぶとともに、「本当

に子どもの命を守れる体制になっているか」という問
いを何度も投げかけられ、自身の業務を振り返る機会
となりました。
講義では、市町村の役割の大きさや多機関連携の重
要性を改めて実感しました。特に、児童福祉法第25条
の３では、要保護児童対策地域協議会が関係機関に資
料や情報の提供を求めることができると定められてい

現場を見つめ直し、仲間に出会い、前向きになれた５日間
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市町村アカデミーでの想い出

令和８年１月26日（月）～30日（金）の期間、千
葉県千葉市の市町村アカデミーにて「文化芸術の活用
による地域社会の活力の創造」研修を受講しました。
講義内容はサントリー地域文化賞の成功事例を、短
い動画で次々紹介する視覚的に分かりやすい内容でし
たり、熊本県津奈木町や兵庫県豊岡市など、人口規模
に頼らない自治体の成功事例とその手法の紹介、東京
都渋谷区のBunkamuraなど、大都市地域の文化芸術
活動の取組、また、全ての自治体に共通する人口減少
対策を踏まえた文化芸術活動の活用手法の紹介など、
講義内容がバランスよく構成されていました。　　
研修担当の前田先生と鈴木先生が時間をかけ、全国
各地から講師の先生方を選定したとのこ
とで、５日間と限られた日程で、多くを
学ぶことができ、前田先生、鈴木先生、
講師の先生方に深く感謝致します。
また、研修後は、夜間ホールにて全国
各地の研修生と交流を行い、体育館でバ
レーボールなどを楽しんだのはいい思い

ることを学び、法律の知識を持ち、それを現場で生か
すことの大切さを感じました。死亡事例の検討では、
医療機関への照会が断られた後、「法律の趣旨を踏まえ
て調査の目的を伝えていれば情報提供は可能だった」
との振り返りが紹介され、法律の理解が
子どもの安全に直結することを実感しま
した。
また、課題演習や受講生同士の交流を
通して、全国で同じ思いを持ちながら子
ども支援に取り組む仲間がいることを知
り、大きな支えを得たように感じまし

出です。
また今回、全体のまとめ役として代表幹事に任命さ
れ、当初務まるか不安でしたが、皆さま協力的で、無事
最終日まで務めることができ貴重な体験ができました。
市町村アカデミー研修を終え、研修３日目の小島先
生の講義で「担当外の業務は肥やしになる。知識はあ
ればある方がいい。他の部署に異動した際に役立つ」
と仰っていました。
本研修で得た知識や考え方も、今の部署や他部署に
異動した際にも必ず役に立つと思います。今後も機会
がありましたら、市町村アカデミーに参加したいと思
います。５日間ありがとうございました。

た。研修で得た学びとつながりを力に、これからの業
務にも前向きな気持ちで取り組んでいきたいと思いま
す。

中島　建
沖縄県沖縄市
商工振興課主任主事　
〈受講研修科目〉
文化芸術の活用による地域社会
の活力の創造
第39期第１組（令和７年度）

小林　一郎
兵庫県尼崎市
こども青少年局子どもの育ち支
援センター北部こども家庭支援
担当事務員
〈受講研修科目〉
児童虐待防止対策
第39期第１組（令和７年度）

また参加したい、とても楽しく学びのある５日間でした！
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市町村アカデミーでは、平成27年度より「巡回アカデミー」事業として、全国地域に赴き、各都道府
県の広域研修機関と連携して高度で専門的なカリキュラムを短期研修として提供しています。

巡回アカデミーは、毎年度２回実施しており、今回は、10月に開催した長崎県に続いて12月に愛知県
（公益財団法人愛知県市町村振興協会研修センターと共催）において、「今と未来の少子化対策・子育て支
援」のテーマで実施（下記概要のとおり）しました。

【概要】
日程：令和７年12月16日（火）から18日（木）までの３日間
会場：愛知県自治研修所（名古屋市）

《１日目（12月16日）》
◯ 開講式
◯ 講義「総域的な少子化対策の推進（講義）」
　 松田　茂樹氏（中京大学現代社会学部教授）
◯ 講義「子育てと地域コミュニティ（講義・演習）」
　 奥山　千鶴子氏（NPO法人子育てひろば全国連絡協議会理事長）

《２日目（12月17日）》
◯ 講義「少子化をめぐる現状とこども・子育て政策（講義）」
　 小川　保彦氏（こども家庭庁長官官房少子化対策室参事官補佐）
◯  講義「未婚化から見る統計データに基づく有意性の高い少子化対策（講義・

演習）」
　  天野　馨南子氏（（株）ニッセイ基礎研究所生活研究部人口動態シニアリサー

チャー）
◯ 講義「子育て支援の政策的位置づけ（講義・演習）」
　 榊原　智子氏（恵泉女学園大学客員教授）

《３日目（12月18日）》
◯ 「課題演習（討議・発表・講評）」
　 榊原　智子氏（恵泉女学園大学客員教授）
◯ 閉講式

今回の研修では、千葉幕張での市町村アカデミーの研修にご出講いただいている講師陣にご登壇いただ
き、それぞれの分野での最新動向から、愛知県内の少子化に関するデータ分析のお話まで、幅広くご講義
いただき、受講者の方々からは大変ご好評をいただきました。また、「課題演習

（討議・発表・講評）」では、班別での討議により他団体の職員と意見を交わす
ことで市町村アカデミーの研修の醍醐味ともいえる「横のつながり」を作るこ
とができたという声も多数いただきました。

ぜひとも次回は、千葉幕張の市町村アカデミーでの研修にもご参加いただき、
全国の市町村職員とネットワークを作っていただければ幸いです。

演習の様子

愛知県自治研修所外観

講義の様子

発表の様子

修了証書授与

「巡回アカデミー」（愛知県研修）
の実施について
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市町村アカデミーでは、平成27年度より「巡回アカデミー」事業として、全国地域に赴き、各都道府
県の広域研修機関と連携して高度で専門的なカリキュラムを短期研修として提供しています。

巡回アカデミーは、毎年度２回実施しており、今回は、10月に開催した長崎県に続いて12月に愛知県
（公益財団法人愛知県市町村振興協会研修センターと共催）において、「今と未来の少子化対策・子育て支
援」のテーマで実施（下記概要のとおり）しました。

【概要】
日程：令和７年12月16日（火）から18日（木）までの３日間
会場：愛知県自治研修所（名古屋市）

《１日目（12月16日）》
◯ 開講式
◯ 講義「総域的な少子化対策の推進（講義）」
　 松田　茂樹氏（中京大学現代社会学部教授）
◯ 講義「子育てと地域コミュニティ（講義・演習）」
　 奥山　千鶴子氏（NPO法人子育てひろば全国連絡協議会理事長）

《２日目（12月17日）》
◯ 講義「少子化をめぐる現状とこども・子育て政策（講義）」
　 小川　保彦氏（こども家庭庁長官官房少子化対策室参事官補佐）
◯  講義「未婚化から見る統計データに基づく有意性の高い少子化対策（講義・

演習）」
　  天野　馨南子氏（（株）ニッセイ基礎研究所生活研究部人口動態シニアリサー

チャー）
◯ 講義「子育て支援の政策的位置づけ（講義・演習）」
　 榊原　智子氏（恵泉女学園大学客員教授）

《３日目（12月18日）》
◯ 「課題演習（討議・発表・講評）」
　 榊原　智子氏（恵泉女学園大学客員教授）
◯ 閉講式

今回の研修では、千葉幕張での市町村アカデミーの研修にご出講いただいている講師陣にご登壇いただ
き、それぞれの分野での最新動向から、愛知県内の少子化に関するデータ分析のお話まで、幅広くご講義
いただき、受講者の方々からは大変ご好評をいただきました。また、「課題演習

（討議・発表・講評）」では、班別での討議により他団体の職員と意見を交わす
ことで市町村アカデミーの研修の醍醐味ともいえる「横のつながり」を作るこ
とができたという声も多数いただきました。

ぜひとも次回は、千葉幕張の市町村アカデミーでの研修にもご参加いただき、
全国の市町村職員とネットワークを作っていただければ幸いです。

演習の様子

愛知県自治研修所外観

講義の様子

発表の様子

修了証書授与

「巡回アカデミー」（愛知県研修）
の実施について
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研修科目 回数 定員 
（人）

研修期間 
（４月～12月：令和８年、

１月～３月：令和９年）
日数

管
理
職

管理職のためのマネジメント講座 2
70 ① 10月13日㈫ ～10月15日㈭ 3

70 ② 11月16日㈪ ～ 11月18日㈬ 3

管理職の必須知識講座 1 50 ７月６日㈪ ～７月８日㈬ 3

総
務

住民行政サービスの推進 
～よりよい窓口を目指して 1 60 ２月15日㈪ ～２月19日㈮ 5

広報の効果的実践 2
50 ① ６月１日㈪ ～６月９日㈫ 9

50 ② ２月１日㈪ ～２月９日㈫ 9

情報公開と個人情報保護 1 60 ５月25日㈪ ～５月29日㈮ 5

◯新 秘書業務の基礎と実務 1 40 ７月６日㈪ ～７月８日㈬ 3

法
務

法令実務Ａ（基礎） ＜JIAM共通実施科目＞ 3

70 ① ５月18日㈪ ～５月22日㈮ 5

70 ② ６月29日㈪ ～７月３日㈮ 5

70 ③ 10月５日㈪ ～10月９日㈮ 5

法令実務Ｂ（応用） ＜JIAM共通実施科目＞ 1 50 ８月18日㈫ ～８月28日㈮ 11

訴訟と行政不服審査の実務 1 50 12月７日㈪ ～ 12月11日㈮ 5

人
事
・
人
材
育
成

組織のリスクマネジメント 1 40 ９月16日㈬ ～９月18日㈮ 3

新時代における地方公務員の人材育成・確保 1 40 10月26日㈪ ～10月30日㈮ 5

人事評価制度の改善と活用 1 40 ７月13日㈪ ～７月17日㈮ 5

管理職を目指すステップアップ講座 1 50 ６月29日㈪ ～７月３日㈮ 5

職場のリーダー養成講座 1 60 ３月１日㈪ ～３月５日㈮ 5

職員研修の企画と実践 1 40 ７月27日㈪ ～８月４日㈫ 9

◯新 地方自治体における人材確保 
～シニア人材の有効活用 1 40 11月16日㈪ ～ 11月18日㈬ 3

政
策
企
画

ナッジ等を活用した政策イノベーション 1 50 ９月７日㈪ ～９月11日㈮ 5

政策企画 1 50 ７月27日㈪ ～７月31日㈮ 5

政策の最先端 1 50 11月24日㈫ ～11月26日㈭ 3

事業推進のためのデータ活用 1 50 12月７日㈪ ～ 12月11日㈮ 5

デ
ジ
タ
ル
化

業務改革（DX）のための基礎知識講座 2
50 ① ７月６日㈪ ～７月８日㈬ 3

50 ② 10月13日㈫ ～10月15日㈭ 3

業務改革（DX）のためのデジタルツール活用実践講座 1 50 ２月24日㈬ ～２月26日㈮ 3

行政のデジタル化の推進 
～業務担当部局の業務改革（DX）～ 1 50 １月18日㈪ ～１月22日㈮ 5

DX推進リーダー育成セミナー  ＜総務省と共催＞ 1 50 ３月１日㈪ ～３月５日㈮ 5

ICTによる情報政策 ＜地方公共団体情報システム機構と共催＞ 2
50 ① ８月31日㈪ ～９月４日㈮ 5

50 ② 11月９日㈪ ～ 11月13日㈮ 5

教育現場のDX 1 40 11月30日㈪ ～12月４日㈮ 5

令和８年度　研修一覧
１　専門実務課程（対象者：中堅職員以上）

◯新：新設科目
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研修科目 回数 定員 
（人）

研修期間 
（４月～12月：令和８年、

１月～３月：令和９年）
日数

財
務
・
税
務

自治体財政運営講座 1 80 ８月20日㈭ ～８月28日㈮ 9

地方公会計制度 ＜総務省と共催＞ 1 50 ７月13日㈪ ～７月17日㈮ 5

資金調達・運用・財政分析の集中講座
 ＜地方公共団体金融機構と共催＞ 1 50 ９月16日㈬ ～９月18日㈮ 3

住民税課税事務  ＜JIAM共通実施科目＞ 3

100 ① ８月20日㈭ ～８月28日㈮ 9

100 ② ９月28日㈪ ～10月６日㈫ 9

100 ③ 11月９日㈪ ～11月17日㈫ 9

固定資産税課税事務（土地） ＜JIAM共通実施科目＞ 1 100 ７月27日㈪ ～８月４日㈫ 9

固定資産税課税事務（家屋） ＜JIAM共通実施科目＞ 2
100 ① ６月１日㈪ ～６月11日㈭ 11

100 ② 10月19日㈪ ～10月29日㈭ 11

市町村税徴収事務 ＜JIAM共通実施科目＞ 3

100 ① ８月31日㈪ ～９月10日㈭ 11

100 ② 11月24日㈫ ～12月４日㈭ 11

100 ③ １月25日㈪ ～２月４日㈭ 11

使用料等の債権回収 ＜JIAM共通実施科目＞ 1 50 12月7日㈪ ～12月11日㈮ 5

契約実務 1 50 ６月22日㈪ ～６月26日㈮ 5

上下水道事業の経営管理 1 70 ９月７日㈪ ～９月11日㈮ 5

医療経営人材養成セミナー ＜総務省と共催＞ 1 40 ２月25日㈭ ～２月26日㈮ 2

公共施設の総合管理 1 60 ６月15日㈪ ～６月19日㈮ 5

福
祉

高齢者福祉の推進 1 40 ９月28日㈪ ～10月２日㈮ 5

障がい者福祉の推進 1 40 ２月15日㈪ ～２月19日㈮ 5

生活保護と自立支援対策 2
70 ① 10月５日㈪ ～10月９日㈮ 5

70 ② 11月９日㈪ ～11月13日㈮ 5

子育て支援の推進 1 60 10月13日㈫ ～10月15日㈭ 3

児童虐待対策 1 60 １月18日㈪ ～１月22日㈮ 5

◯新 ひとり親家庭等相談支援に悩む職員・相談員向け講座 1 40 11月24日㈫ ～11月26日㈭ 3

ま
ち
づ
く
り

協働による地域づくり 1 60 ６月29日㈪ ～７月３日㈮ 5

人権を尊重した地域社会の形成 1 40 ６月15日㈪ ～６月19日㈮ 5

人口減少時代の都市計画 1 40 ６月22日㈪ ～６月26日㈮ 5

空き家対策の推進 1 40 ５月25日㈪ ～５月29日㈮ 5

公共交通とまちづくり 1 40 １月18日㈪ ～１月22日㈮ 5

全国地域づくり人財塾 ＜総務省と共催＞ 1 60 ９月16日㈬ ～９月18日㈮ 3

地域おこし協力隊員及び集落支援員の初任者研修会
 ＜総務省と共催＞ 1 180 ５月11日㈪ ～５月13日㈬ 3

経
済
・
観
光

地域産業の振興 1 40 11月30日㈪ ～12月４日㈮ 5

DX時代の農業戦略 
～データ農業と地域ブランド～ 1 40 １月25日㈪ ～１月29日㈮ 5

観光戦略の実践 1 60 ２月15日㈪ ～２月19日㈮ 5
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研修科目 回数 定員 
（人）

研修期間 
（４月～12月：令和８年、

１月～３月：令和９年）
日数

財
務
・
税
務

自治体財政運営講座 1 80 ８月20日㈭ ～８月28日㈮ 9

地方公会計制度 ＜総務省と共催＞ 1 50 ７月13日㈪ ～７月17日㈮ 5

資金調達・運用・財政分析の集中講座
 ＜地方公共団体金融機構と共催＞ 1 50 ９月16日㈬ ～９月18日㈮ 3

住民税課税事務  ＜JIAM共通実施科目＞ 3

100 ① ８月20日㈭ ～８月28日㈮ 9

100 ② ９月28日㈪ ～10月６日㈫ 9

100 ③ 11月９日㈪ ～11月17日㈫ 9

固定資産税課税事務（土地） ＜JIAM共通実施科目＞ 1 100 ７月27日㈪ ～８月４日㈫ 9

固定資産税課税事務（家屋） ＜JIAM共通実施科目＞ 2
100 ① ６月１日㈪ ～６月11日㈭ 11

100 ② 10月19日㈪ ～10月29日㈭ 11

市町村税徴収事務 ＜JIAM共通実施科目＞ 3

100 ① ８月31日㈪ ～９月10日㈭ 11

100 ② 11月24日㈫ ～12月４日㈭ 11

100 ③ １月25日㈪ ～２月４日㈭ 11

使用料等の債権回収 ＜JIAM共通実施科目＞ 1 50 12月7日㈪ ～12月11日㈮ 5

契約実務 1 50 ６月22日㈪ ～６月26日㈮ 5

上下水道事業の経営管理 1 70 ９月７日㈪ ～９月11日㈮ 5

医療経営人材養成セミナー ＜総務省と共催＞ 1 40 ２月25日㈭ ～２月26日㈮ 2

公共施設の総合管理 1 60 ６月15日㈪ ～６月19日㈮ 5

福
祉

高齢者福祉の推進 1 40 ９月28日㈪ ～10月２日㈮ 5

障がい者福祉の推進 1 40 ２月15日㈪ ～２月19日㈮ 5

生活保護と自立支援対策 2
70 ① 10月５日㈪ ～10月９日㈮ 5

70 ② 11月９日㈪ ～11月13日㈮ 5

子育て支援の推進 1 60 10月13日㈫ ～10月15日㈭ 3

児童虐待対策 1 60 １月18日㈪ ～１月22日㈮ 5

◯新 ひとり親家庭等相談支援に悩む職員・相談員向け講座 1 40 11月24日㈫ ～11月26日㈭ 3

ま
ち
づ
く
り

協働による地域づくり 1 60 ６月29日㈪ ～７月３日㈮ 5

人権を尊重した地域社会の形成 1 40 ６月15日㈪ ～６月19日㈮ 5

人口減少時代の都市計画 1 40 ６月22日㈪ ～６月26日㈮ 5

空き家対策の推進 1 40 ５月25日㈪ ～５月29日㈮ 5

公共交通とまちづくり 1 40 １月18日㈪ ～１月22日㈮ 5

全国地域づくり人財塾 ＜総務省と共催＞ 1 60 ９月16日㈬ ～９月18日㈮ 3

地域おこし協力隊員及び集落支援員の初任者研修会
 ＜総務省と共催＞ 1 180 ５月11日㈪ ～５月13日㈬ 3

経
済
・
観
光

地域産業の振興 1 40 11月30日㈪ ～12月４日㈮ 5

DX時代の農業戦略 
～データ農業と地域ブランド～ 1 40 １月25日㈪ ～１月29日㈮ 5

観光戦略の実践 1 60 ２月15日㈪ ～２月19日㈮ 5
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研修科目 回数 定員 
（人）

研修期間 
（４月～12月：令和８年、

１月～３月：令和９年）
日数

環
境

持続可能な地域づくりと環境保全 1 50 ９月28日㈪ ～９月30日㈬ 3

廃棄物の処理とリサイクルの推進 1 60 ８月31日㈪ ～９月４日㈮ 5
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化

スポーツ行政の推進 1 40 ３月１日㈪ ～３月５日㈮ 5

文化芸術の活用による地域社会の活力の創造 1 40 １月25日㈪ ～１月29日㈮ 5

防
災
・ 

危
機
管
理

災害に強い地域づくりと危機管理 
①～出水期前の対応 
②～防災と復興

2
70 ① ５月25日㈪ ～５月29日㈮ 5

70 ② ２月１日㈪ ～２月９日㈫ 9

行
政
委
員
会
等

選挙事務 ＜JIAM共通実施科目＞ 1 70 10月19日㈪ ～10月27日㈫ 9

監査事務 1 80 ５月14日㈭ ～５月22日㈮ 9

議会事務 2
70 ① ７月13日㈪ ～７月17日㈮ 5

70 ② 10月19日㈪ ～10月23日㈮ 5

小　　　計 76 4,610 

２　特別課程（対象者：市町村長、副市町村長、市町村議会議員、監査委員等）

研修科目 回数 定員
（人）

研修期間
（４月～12月：令和７年、

１月～３月：令和８年）
日数

市
町
村
長

市町村長特別セミナー  ＜①は（一財）地域創造と共催＞ 2
80 ①４月23日㈭ ～４月24日㈮ 2

80 ②７月23日㈭ ～７月24日㈮ 2

市町村長特別セミナー 
～自治体経営の課題～・地域経営塾 ＜総務省と共催＞ 1 80 １月14日㈭ ～１月15日㈮ 2

市
町
村
議
会

議
員 市町村議会議員特別セミナー 3

120 ①４月20日㈪ ～４月21日㈫ 2

120 ②11月４日㈬ ～11月５日㈭ 2

120 ③１月７日㈭ ～１月８日㈮ 2
監
査

委
員 監査委員特別セミナー 1 100 ４月15日㈬ ～４月16日㈭ 2

管
理
職

管理職特別セミナー  ＜市町村長特別セミナーに参加＞ 2
30 ①４月23日㈭ ～４月24日㈮ 2

30 ②７月23日㈭ ～７月24日㈮ 2

管理職特別セミナー 
～自治体経営の課題～ ＜市町村長特別セミナーに参加＞ 1 30 １月14日㈭ ～１月15日㈮ 2

小　　　計 10 790 

３　巡回アカデミー

研修科目 回数 定員
（人）

研修期間 
（４月～12月：令和８年、

１月～３月：令和９年）
日数

巡回アカデミー 2
50 ９月３日㈭ ～９月４日㈮ 2

50 11月11日㈬ ～11月13日㈮ 3

小　　　計 2 100

３体系合計 88 5,500 

※ 　研修の日程等は、都合により変更となる場合があります。ホームページで最新の情報をお知らせしますので、その情報
をご確認ください。

　　また、上記以外にも必要に応じて、新たに研修を追加、実施する場合があります。 vol.157 53
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課程 研修科目名 日数回数 修了
者数

専
　門
　実
　務
　課
　程

管理職のためのリーダーシップ・マネジメント講座 3 2 120

管理職の必須知識講座 3 1 54

住民行政事務能力の向上 5 1 53

広報の効果的実践 9 2 112

情報公開と個人情報保護 9 1 50

法令実務Ａ（基礎） 5 3 170

法令実務Ｂ（応用）　 11 2 77

訴訟と行政不服審査の実務 5 1 46

組織のリスクマネジメント 3 1 50

新時代における地方公務員の人材育成・確保 5 1 28

人事評価制度の運用改善と活用 5 1 24

管理職を目指すステップアップ講座 5 1 47

職場のリーダー養成講座 5 1 64

職員研修の企画と実践 9 1 31

ナッジ等を活用した政策イノベーション 5 1 26

政策企画 9 1 29

政策の最先端 3 1 47

事業推進のためのデータ活用 5 1 46

業務改革（DX）のための基礎知識講座 3 2 150

業務改革（DX）のためのデジタルツール活用実践講座 3 1 78

行政のデジタル化の推進～所管課の業務改革（DX）～ 5 1 48

教育現場のDX 5 1 31

ICTによる情報政策　 5 2 47

DX推進リーダー育成セミナー 5 1 30

自治体財政運営講座 9 1 61

地方公会計制度　 5 1 44

資金調達・運用・財政分析の集中講座 3 1 52

住民税課税事務　　　 11 3 221

固定資産税課税事務（土地） 　 9 1 95

固定資産税課税事務（家屋）　 11 1 101

市町村税徴収事務  　 　　　　 11 3 261

使用料等の債権回収      　 5 1 50

契約実務 5 1 67

上下水道事業の経営管理 5 1 47

医療経営人材養成セミナー 2 1 42

公共施設の総合管理 5 1 65

課程 研修科目名 日数回数 修了
者数

専
　門
　実
　務
　課
　程

高齢者福祉の推進 5 1 35

地域保健と住民の健康増進 3 1 55

障がい者福祉の推進 5 1 26

生活保護と自立支援対策 5 2 100

子育て支援の推進 5 1 54

児童虐待防止対策 5 1 55

人権を尊重した地域社会の形成 5 1 14

人口減少時代の都市計画 5 1 35 

空き家対策の推進 5 1 31 

公共交通とまちづくり 5 1 38 

全国地域づくり人財塾　 　    3 1 38 

地域おこし協力隊員及び集落支援員の初任者研修会 3 1 150 

地域産業の振興 5 1 40 

DX時代の農業戦略～データ農業と地域ブランド～ 5 1 25 

観光戦略の実践 5 1 56 

持続可能な地域づくりと環境保全 5 1 33 

廃棄物の処理とリサイクルの推進 5 1 60 

スポーツ行政の推進 5 1 38 

文化芸術の活用による地域社会の活力の創造 5 1 37 

災害に強い地域づくりと危機管理
5 1 38 

9 1 84 

選挙事務　　　　　　 　     9 1 29 

監査事務 9 1 54 

議会事務 5 2 131 

専門実務課程　計 74 3,879 

特
　別
　課
　程

市町村長特別セミナー 2 2 99 

市町村長特別セミナー～自治体経営の課題～・地域経営塾 2 1 56 

市町村議会議員特別セミナー 2 3 359 

監査委員特別セミナー 2 1 120 

管理職特別セミナー 2 2 42 

管理職特別セミナー～自治体経営の課題～ 2 1 33 

特別課程　計 10 709 

巡
回
ア
カ
デ
ミ
ー

長崎県巡回アカデミー 3 1 20 

愛知県巡回アカデミー 3 1 24 

巡回アカデミー　計 2 44 

令和７年度　修了者・受講者数 4,632人

研修実施状況（令和７年度）
 （令和７年４月１日～令和８年３月31日）
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課程 研修科目名 日数回数 修了
者数

専
　門
　実
　務
　課
　程

管理職のためのリーダーシップ・マネジメント講座 3 2 120

管理職の必須知識講座 3 1 54

住民行政事務能力の向上 5 1 53

広報の効果的実践 9 2 112

情報公開と個人情報保護 9 1 50

法令実務Ａ（基礎） 5 3 170

法令実務Ｂ（応用）　 11 2 77

訴訟と行政不服審査の実務 5 1 46

組織のリスクマネジメント 3 1 50

新時代における地方公務員の人材育成・確保 5 1 28

人事評価制度の運用改善と活用 5 1 24

管理職を目指すステップアップ講座 5 1 47

職場のリーダー養成講座 5 1 64

職員研修の企画と実践 9 1 31

ナッジ等を活用した政策イノベーション 5 1 26

政策企画 9 1 29

政策の最先端 3 1 47

事業推進のためのデータ活用 5 1 46

業務改革（DX）のための基礎知識講座 3 2 150

業務改革（DX）のためのデジタルツール活用実践講座 3 1 78

行政のデジタル化の推進～所管課の業務改革（DX）～ 5 1 48

教育現場のDX 5 1 31

ICTによる情報政策　 5 2 47

DX推進リーダー育成セミナー 5 1 30

自治体財政運営講座 9 1 61

地方公会計制度　 5 1 44

資金調達・運用・財政分析の集中講座 3 1 52

住民税課税事務　　　 11 3 221

固定資産税課税事務（土地） 　 9 1 95

固定資産税課税事務（家屋）　 11 1 101

市町村税徴収事務  　 　　　　 11 3 261

使用料等の債権回収      　 5 1 50

契約実務 5 1 67

上下水道事業の経営管理 5 1 47

医療経営人材養成セミナー 2 1 42

公共施設の総合管理 5 1 65

課程 研修科目名 日数回数 修了
者数

専
　門
　実
　務
　課
　程

高齢者福祉の推進 5 1 35

地域保健と住民の健康増進 3 1 55

障がい者福祉の推進 5 1 26

生活保護と自立支援対策 5 2 100

子育て支援の推進 5 1 54

児童虐待防止対策 5 1 55

人権を尊重した地域社会の形成 5 1 14

人口減少時代の都市計画 5 1 35 

空き家対策の推進 5 1 31 

公共交通とまちづくり 5 1 38 

全国地域づくり人財塾　 　    3 1 38 

地域おこし協力隊員及び集落支援員の初任者研修会 3 1 150 

地域産業の振興 5 1 40 

DX時代の農業戦略～データ農業と地域ブランド～ 5 1 25 

観光戦略の実践 5 1 56 

持続可能な地域づくりと環境保全 5 1 33 

廃棄物の処理とリサイクルの推進 5 1 60 

スポーツ行政の推進 5 1 38 

文化芸術の活用による地域社会の活力の創造 5 1 37 

災害に強い地域づくりと危機管理
5 1 38 

9 1 84 

選挙事務　　　　　　 　     9 1 29 

監査事務 9 1 54 

議会事務 5 2 131 

専門実務課程　計 74 3,879 

特
　別
　課
　程

市町村長特別セミナー 2 2 99 

市町村長特別セミナー～自治体経営の課題～・地域経営塾 2 1 56 

市町村議会議員特別セミナー 2 3 359 

監査委員特別セミナー 2 1 120 

管理職特別セミナー 2 2 42 

管理職特別セミナー～自治体経営の課題～ 2 1 33 

特別課程　計 10 709 

巡
回
ア
カ
デ
ミ
ー

長崎県巡回アカデミー 3 1 20 

愛知県巡回アカデミー 3 1 24 

巡回アカデミー　計 2 44 

令和７年度　修了者・受講者数 4,632人

研修実施状況（令和７年度）
 （令和７年４月１日～令和８年３月31日）
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─令和８年度　第３回から第５回までの研修申込について─
◇第３回から第５回分の申込みに係る注意点
　申込期限の研修申込時点において、人事異動等の関係で受講者の氏名を確定できない場合は次のように対応してください。

①　市町村アカデミーWEBポータルの「受講職員」入力画面において、「氏名」の横にある「未定」にチェックを入れる。
②　ア　申込期限までに氏名が確定した場合
　　　　WEBポータルにおいて申込情報を修正する。
　　イ　申込期限後に氏名が確定した場合
　　　　WEBポータルにおいて申込情報を修正できないため、市町村アカデミー研修部に氏名確定の連絡をする。
令和6年10月29日から研修申込方法が市町村アカデミーWEBポータルへ変更になりました。お申込には所属ごとのアカウント作成が必要
になります。

◆第３回分　　申込期限：５月７日（木）	
実施時期 研修科目名　・　組

６月22日（月）～６月26日（金） 【専】契約実務
【専】人口減少時代の都市計画

６月29日（月）～７月３日（金）
【専】法令実務Ａ（基礎）②
【専】管理職を目指すステップアップ講座
【専】住民協働による地域づくり

７月６日（月）～７月８日（水）

【専】管理職の必須知識講座　＊在職１～２年目の管理職（所属長相当職）対象
　　　　　　　　　　　　　　　�今後、管理職として活躍が期待される課長補佐等の職員

も受講可能
【専】業務改革（DX）のための基礎知識講座�①
【専】秘書業務の基礎と実務  新 設

７月13日（月）～７月17日（金）
【専】人事評価制度の改善と活用
【専】地方公会計制度
【専】議会事務①

７月23日（木）～７月24日（金） 【特】市町村長特別セミナー②
【特】管理職特別セミナー②

７月27日（月）～７月31日（金） 【専】政策企画

７月27日（月）～８月４日（火） 【専】職員研修の企画と実践
【専】固定資産税課税事務（土地）

◆第４回分　　申込期限：６月２日（火）	
実施時期 研修科目名　・　組

８月18日（火）～８月28日（金） 【専】法令実務Ｂ（応用）①

８月20日（木）～８月28日（金） 【専】住民税課税事務①�
【専】自治体財政運営講座

８月31日（月）～９月10日（木） 【専】市町村税徴収事務①�

８月31日（月）～９月４日（金） 【専】ＩＣＴによる情報政策①�
【専】廃棄物の処理とリサイクルの推進

９月７日（月）～９月11日（金） 【専】上下水道事業の経営管理�
【専】ナッジ等を活用した政策イノベーション

◆第５回分　　申込期限：７月１日（水）	
実施時期 研修科目名　・　組

９月16日（水）～９月18日（金）
【専】組織のリスクマネジメント�
【専】資金調達・運用・財政分析の集中講座�
【専】全国地域づくり人財塾

９月28日（月）～10月６日（火） 【専】住民税課税事務②
９月28日（月）～10月２日（金） 【専】高齢者福祉の推進
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10月５日（月）～10月９日（金） 【専】法令実務Ａ（基礎）③�
【専】生活保護と自立支援対策①

※【専】：専門実務課程（対象者：中堅職員以上）	 	 	 	 	 	
※【特】：特別課程（対象者：市町村長、副市町村長、市町村議会議員、監査委員等）	
※		各科目の詳細（課目及び講師等）については、ホームページ（https://www.jamp.gr.jp	）でご確認ください。

〈申込先〉 市町村アカデミー　ホームページ
〈問合先〉 研修部　電話　043（276）3126

市町村アカデミーからのお知らせ
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■横須賀から幕張へ
「まさか」の人事異動で、１年前に横須賀市から派遣で

市町村アカデミーにお世話になることになりました。
57歳で初めての一人暮らしと単身赴任、横須賀以外に住

んだことが無いので、幕張での暮らしには不安一杯でした
が、最近では落花生も上手に茹でられるようになり、少し
慣れてきたかな？と感じています。

■ラグビーに出会い
実家近くに運動公園があり、小１の時に市ラグビー協会

が行うラグビースクールに入りました。中学で身長が伸び
ず、高校卒業後はラグビーを続けるつもりはありませんで
したが、結局、大学まで体育会ラグビー部。強豪でも名門
でもないラグビー部ですが、今でも気の置けない同期との
付き合いは続いています。

入庁後、市役所の先輩達が同スクールでボランティア指
導員をしていたため、断る選択肢はなく、気が付けば26年
経っていました。

主に中学生の監督をしていましたが、子ども達の頑張り
で、神奈川県のチャンピオンになり、東日本大会にも３回
も出場させてもらいました。OB、OGが強豪の高校、大学、
社会人で活躍してくれていることは、嬉しい限りです。

■市役所の管理職になり
ラグビーの指導者経験が、仕事の上では非常に役に立っ

ています。
初めの頃は大きな声で怒鳴ってばかり。怒ることでチー

ムが強くなると思っていました。
どうすれば、チームが強くなれるかを考えるにつれ、変

化していきました。結局、怒られるより褒められた方が、
中学生は強くなっていきました。

仕事でも管理職になり、同じように部下と接しています。
甘やかすつもりはありませんが、怒鳴られ、怒られて「頑
張ろう」と思う人は、ほぼいないでしょう。嫌な職場であ
れば、別の役所や仕事はいくらでもある時代ですから。
「あの時仕事は辛かったけど、あの上司だったから頑張

れたよな」と思い返すことがあります。その上司と同じよ
うにはできないかもしれませんが、自分の部署が一つの
チームのようになって、やりがいを感じて頑張れる職場に
したいな、と常に考えています。

■現在の趣味
現在はラグビーを離れ、自分磨きのためゴルフに夢中です。
始めてまだ４年ですが、早く70台に突入できるよう日々、

我流で自分をコーチングしています。
また、車が好きなので中古車で面白そうな車を探し、

様々な車を乗り継いできました。父親も車好きだったので、
遺伝かもしれません。

特に、古い車に惹かれてしまうのです。子どもが生まれ
た時に1974年式のワーゲンバスを購入しましたが、エア
コンが無いため夏は灼熱の車内、家族から不評で数年で泣
く泣く手放すはめに。エンジン音と振動が無い最近の車は、
どうも苦手です。

■横須賀でおすすめの場所（私的な理由も含め）
横須賀美術館

東京湾が目の前。天気が良ければ房総半島はすぐ近く。
日本初の洋式灯台となった観音崎灯台まで歩いて行けます。

浦賀水道を行き交うカラフルで様々な船を見ているだけ
でも飽きません。

建築界で最も栄誉あるプリツカー賞を受賞した山本理顕
さん設計の全面ガラス張りの建物は圧巻です。

個人的な話で恐縮ですが、初代館長は私の伯父（父の
兄）で島田章三（故人）という洋画家。文化功労者、愛知
県立芸術大学学長などを務め、大学の教え子には、世界的
に活躍している画家の奈良美智さんがいます。

伯父の絵も常時数点展示されているので、ぜひご覧ください。

もう一か所は、平和中央公園
京浜急行線の横須賀中央駅から徒歩10分ほど坂を上り、

小高い丘の上に位置します。
横須賀は坂と階段とトンネルのまちです。頑張って登り

ましょう。
ここも高台からの絶景で、東京湾一望。晴れた日には横

浜・東京のビル群や東京スカイツリー、房総半島が一望。
今年の元日に海浜幕張の高層ビル群を探しましたが、残

念ながら発見できず。
この公園の中に歌碑があり「横須賀の丘に吹く風いちに

んのいのちの重み世界に告げよ」と刻まれています。
またまた個人的な話で恐縮ですが、この短歌の作者は、

同じく伯父（父の兄）で島田修二（故人）という宮中歌会
始選者などを務めた歌人です。

市役所の若手職員だった頃、先の洋画家の伯父に「横須賀
らしい海や船の絵をもっと描いてよ」とお願いしたことがあ
ります。

昭和８年生まれの伯父は、「横須賀の色は、子どもの頃
の目に焼き付いている軍艦の『灰色』だから、良い色がイ
メージできないんだ」と胸の内を明かしてくれました。

タレントのタモリさんは、現在を「新しい戦前」と表現
しました。

我が子や孫やそのまた次の世代の人々が、自由に明るく
カラフルに生きていけることができるのだろうか？と感じ
る日々です。

平和中央公園で、「現在」、「過去」、「未来」を考えるの
もいかがでしょうか。

平和中央公園からの東京湾と猿島。右奥は富津・君津のコンビナート
（令和８年１月１日筆者撮影）

調査研究部 
研究主幹
島田　圭

 アカデミアの
　 ほっと一息　    　 ~教授室だより~
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57歳で初めての一人暮らしと単身赴任、横須賀以外に住

んだことが無いので、幕張での暮らしには不安一杯でした
が、最近では落花生も上手に茹でられるようになり、少し
慣れてきたかな？と感じています。

■ラグビーに出会い
実家近くに運動公園があり、小１の時に市ラグビー協会

が行うラグビースクールに入りました。中学で身長が伸び
ず、高校卒業後はラグビーを続けるつもりはありませんで
したが、結局、大学まで体育会ラグビー部。強豪でも名門
でもないラグビー部ですが、今でも気の置けない同期との
付き合いは続いています。

入庁後、市役所の先輩達が同スクールでボランティア指
導員をしていたため、断る選択肢はなく、気が付けば26年
経っていました。

主に中学生の監督をしていましたが、子ども達の頑張り
で、神奈川県のチャンピオンになり、東日本大会にも３回
も出場させてもらいました。OB、OGが強豪の高校、大学、
社会人で活躍してくれていることは、嬉しい限りです。

■市役所の管理職になり
ラグビーの指導者経験が、仕事の上では非常に役に立っ
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現在はラグビーを離れ、自分磨きのためゴルフに夢中です。
始めてまだ４年ですが、早く70台に突入できるよう日々、

我流で自分をコーチングしています。
また、車が好きなので中古車で面白そうな車を探し、

様々な車を乗り継いできました。父親も車好きだったので、
遺伝かもしれません。

特に、古い車に惹かれてしまうのです。子どもが生まれ
た時に1974年式のワーゲンバスを購入しましたが、エア
コンが無いため夏は灼熱の車内、家族から不評で数年で泣
く泣く手放すはめに。エンジン音と振動が無い最近の車は、
どうも苦手です。

■横須賀でおすすめの場所（私的な理由も含め）
横須賀美術館

東京湾が目の前。天気が良ければ房総半島はすぐ近く。
日本初の洋式灯台となった観音崎灯台まで歩いて行けます。

浦賀水道を行き交うカラフルで様々な船を見ているだけ
でも飽きません。

建築界で最も栄誉あるプリツカー賞を受賞した山本理顕
さん設計の全面ガラス張りの建物は圧巻です。

個人的な話で恐縮ですが、初代館長は私の伯父（父の
兄）で島田章三（故人）という洋画家。文化功労者、愛知
県立芸術大学学長などを務め、大学の教え子には、世界的
に活躍している画家の奈良美智さんがいます。

伯父の絵も常時数点展示されているので、ぜひご覧ください。

もう一か所は、平和中央公園
京浜急行線の横須賀中央駅から徒歩10分ほど坂を上り、

小高い丘の上に位置します。
横須賀は坂と階段とトンネルのまちです。頑張って登り

ましょう。
ここも高台からの絶景で、東京湾一望。晴れた日には横

浜・東京のビル群や東京スカイツリー、房総半島が一望。
今年の元日に海浜幕張の高層ビル群を探しましたが、残

念ながら発見できず。
この公園の中に歌碑があり「横須賀の丘に吹く風いちに

んのいのちの重み世界に告げよ」と刻まれています。
またまた個人的な話で恐縮ですが、この短歌の作者は、

同じく伯父（父の兄）で島田修二（故人）という宮中歌会
始選者などを務めた歌人です。

市役所の若手職員だった頃、先の洋画家の伯父に「横須賀
らしい海や船の絵をもっと描いてよ」とお願いしたことがあ
ります。

昭和８年生まれの伯父は、「横須賀の色は、子どもの頃
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１　はじめに 　

 　地方公共団体金融機構（以下「機構」という。）
では、全ての地方公共団体の出資による地方債資
金共同調達機関として、金融を通じて地方公共
団体の健全な財政運営に寄与することを目指し、

「地方の政策ニーズへの積極的な対応」等の３つ
の方針を経営の基本に据え、業務を遂行すること
としています。地方支援業務については、地方公
共団体の財政運営について「良き相談相手」とな
ることを目指し、各種の取組を進めることとして
おり、「調査研究」、「人材育成・実務支援」、「情
報発信」の３つの業務をサービスの柱と位置付
け、充実・強化を図っています。

令和３年度に総務省との共同事業として創設し
た「地方公共団体の経営・財務マネジメント強化
事業」（以下「本事業」という。）については、特
に近年、その利用が急増しており、令和６年度以
降、地方公共団体からの申請件数も年間1,000件
を越えるなど、多くの団体に御活用いただいてい
ます。令和８年度においても引き続き事業を実施
するとともに、支援内容の拡充・見直しを通じて
地方公共団体のニーズに的確に対応していくこと
としております。

本稿では、本事業の仕組み、令和７年度の派遣
実績、令和８年度の支援内容の拡充等について御
紹介いたします。

２　地方公共団体の経営・財務マネジ
メント強化事業について

(1) 事業の仕組み

本事業においては、地方公共団体に対し、以下
のⅠに掲げる支援分野に係る課題に対応する専門
的な知識を有する人材（地方公共団体等の職員又
は退職者、公認会計士、医師、学識経験者、経営
コンサルタント等。以下「アドバイザー」とい
う。）を、Ⅱに掲げる方法により派遣しています

（資料）。
なお、アドバイザーの派遣に係る費用（謝金及

び旅費）は、機構が負担しますので、団体の負担
はなく、予算計上の必要もありません。

Ⅰ　【アドバイザーを派遣する支援分野】
○公営企業・第三セクター等の経営改革に関する

こと
○公営企業会計の適用に関すること
○地方公会計の整備・活用に関すること
○公共施設等総合管理計画の見直し・実行（公共

施設マネジメント）に関すること
○地方公共団体のDXに関すること
○地方公共団体のGXに関すること
○地方公共団体間の広域連携に関すること
○地方税務行政のＤＸ等に関すること
○地方創生の取組に関すること
○首長・管理者向けトップセミナー（啓発・研修

事業に限る。）

地方公共団体金融機構広報

地方公共団体金融機構地方支援部支援企画課　主事 竹澤　晃

地方公共団体の
　経営・財務マネジメント強化事業の
　　実施状況について
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Ⅱ　【支援の方法】
①課題対応アドバイス事業

地方公共団体が、Ⅰに掲げる支援分野につい
て、財政運営・経営の改善等に向けたアドバイス
を必要とする場合にアドバイザーを派遣
②啓発・研修事業

都道府県が、上記Ⅰに掲げる支援分野について
都道府県内の市区町村、公営企業及び第三セクタ
ー等に対する研修会・相談会を開催する場合に、
当該研修会・相談会の講師として、アドバイザー
を派遣

※より詳しい事業の内容や手続については、以下
の「地方公共団体の経営財務マネジメント強化
事業」専用ページを御覧ください。

   （URL: https://www.jfm.go.jp/support/
development/keieizaimu.html）

(2) 令和７年度の派遣状況
令和７年度は、第１次募集（令和６年２月28

日～３月31日）、第２次募集（令和６年４月１日
～６月30日）、第３次募集（令和６年７月１日～
９月30日）及び第４次募集（令和６年10月１日
～令和７年２月27日）の年４回に分けて切れ目
なく募集を行いました。

令和７年１２月末時点における申請件数は全体
で1,399件となっています。支援の方法別では、
課題対応アドバイス事業が1,216件、課題達成支
援事業が52件、啓発・研修事業（首長・管理者
向けトップセミナー含む。）が131件となってい
ます。

アドバイザー派遣回数は全体で約5,530回とな
っています。支援分野の拡充などの見直しにより
地方公共団体において幅広く対応可能となったこ
とで、より多くの団体に御活用いただけたのでは
ないかと考えています。

○資料
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Ⅱ　【支援の方法】
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都道府県内の市区町村、公営企業及び第三セクタ
ー等に対する研修会・相談会を開催する場合に、
当該研修会・相談会の講師として、アドバイザー
を派遣

※より詳しい事業の内容や手続については、以下
の「地方公共団体の経営財務マネジメント強化
事業」専用ページを御覧ください。

   （URL: https://www.jfm.go.jp/support/
development/keieizaimu.html）
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(3) 令和８年度の支援内容の拡充等
令和８年度は、支援分野「地方公共団体のＤ

Ｘ」について、現場のニーズ等を踏まえ、取組分
野に「ＡＩ（生成ＡＩ含む）・ＲＰＡの利活用の
推進」を明記し、事業のさらなる充実に向けて取
り組んでまいります。また、事業創設時より支援
方法の１つであった課題達成支援事業について、
各分野における要請が一段落したことから、来年
度より廃止することといたします。もっとも、事
業の対象となっていた団体におかれましては、引
き続き課題対応アドバイス事業への申請が可能で
すので、課題解決へ向け、今後とも同事業を積極
的に御活用いただくようお願いいたします。
加えて、初めて本事業を活用する団体から、

「アドバイザーリストには非常に多くの方が掲載
されているが、どのアドバイザーを選べばいいか
分からない」との声が多く寄せられていることを
踏まえ、団体が実情や要望に合ったアドバイザー
を選択できるように、マッチングの仕組みの導入
を目指します。
また、派遣回数の上限を５回から10回に引き

上げるとともに、申請期間については令和８年３
月～令和９年１月末とし、Webシステムを活用
して切れ目なく申請を受け付けます。年４回の支
援決定前に派遣実施を希望する団体には、支援決
定内示による派遣も可能としております（後日正
式に支援決定）。
ただし、年度内最後の派遣については、令和９

年２月末日までに実施していただくこととなって
おりますので御留意ください。
　

本事業は、事務的な面でも地方公共団体にとっ
て活用しやすいものとなるよう、アドバイザーに
対する謝金・旅費を機構が負担することとしてお
り、団体側で予算措置を行う必要がなく、必要な
時に専門家からアドバイスを受けることができる
事業となっています。そのため、本事業創設以
来、既に全国の地方公共団体の約７割に御活用い
ただいております。
機構では、今後とも地方公共団体における現場
の声を幅広く聴きながら、機構ならではの強みを
活かして各種の事業を実施してまいります。地方
公共団体の皆様におかれましては、今回御紹介し
た「地方公共団体の経営・財務マネジメント強化
事業」をはじめとする地方支援業務を、積極的か
つお気軽に御活用いただくとともに、各団体内の
全ての関係各所において本事業への理解促進が図
られますよう、周知等に御協力いただければ幸い
です。

＜お問合せ先＞

　地方公共団体金融機構　地方支援部
　TEL：03－3539－2676
　FAX：03－3539－2618
　E-mail：chihoushien@jfm.go.jp
＜機構ホームページ＞

https://www.jfm.go.jp/
（地方公共団体の経営・財務マネジメント強化
事業）
ht t p s : //www. j fm . go . j p /s u p p o r t /
development/keieizaimu.html

３　おわりに

	 申請期間	 支援決定※

	 令和８年３月～令和９年１月末	 ４月、７月、10月、２月
※支援決定前であっても随時内示を行い、派遣実施できるよう柔軟に対応しています。

○令和８年度のスケジュール（案）

地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業
の実施状況について地方公共団体金融機構広報
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機関誌『アカデミア』読者　アンケート
『アカデミア』は、内容の充実に向け、読者の皆様のご意見をお待ちしています。
市町村アカデミーのHPまたは、２次元バーコードからアンケートにご回答をお願いします。

●『アカデミア』の内容についておたずねします。
Q1　関心があった記事のタイトルを挙げてください。

Q2　役に立った記事のタイトルを挙げてください。

Q3　共感した執筆者、人物がいれば、名前を挙げてください。

●『アカデミア』の今後の企画内容等についてご意見をお願いします。
Q4　取り上げてほしい特集やテーマがあれば、お書きください。

Q5　取り上げてほしい人物や執筆を期待する人物がいれば、お書きください。

Q6　その他、企画内容についてご意見、ご要望等があれば、お書きください。

※ご回答は、Q1〜Q6のうち、一部だけでも歓迎します。

市町村アカデミーHP>機関誌・JAMPNewsletter>アカデミア
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福岡県市町村職員研修所

市町村の仲間の可能性を広げ、自治体の原動力へ
─心に火種を灯す　伴走型人材育成─

【「研修」の現場を行く！】

徳島県三好市長 高井　美穂

スポーツツーリズムへの挑戦を機に桃源郷のまちが目指す
持続可能な市民幸福度向上への道

【首長インタビュー】

外国人や相続人等に対する課税の実務と課題
（公益財団法人）東京税務協会　住民税専門講師 菊池　誠樹
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